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抗体の Response: 接種者の大多数のものはほとんど副作用を示さず著しい HI 抗体の上昇がみら
れる o HI 抗体だけでなく CFV ， CFS および中和抗体の上昇もみられた。 HI 抗体と中和抗体の上昇
は平行するが中和抗体の方が上昇率が著しい。 CFS と CFV 抗体の上昇もだいたい平行するが HI 抗
体ほど抗体上昇は著しくない。しばしば HI 抗体の上昇がみられず CF 抗体のみ上昇する場合があ
る。接種時 HI 抗体価が低いほど抗体上昇率が高く， 32 (B型)または80 (A 2 型)以上の高い抗体
価をもっているものは抗体上昇がみられなかった。少数例ではあるが HI 抗体の持続は極めて良好で
1 年半後でも平均抗体価の低下は 1/2 以下であった。この事実から生ワクチンは不活化ワクチンより
抗体持続性の点ですぐれているのではないかと思われる。発熱等の強い副作用を示した者の中にかえ
って HI 抗体の全く上昇しないものが多く (B型ではまだこの現象はみつかっていなしつ，この例で
は中和抗体の上昇もみられないが CF 抗体の上昇はみられるものとみられないものがあったD 抗体上
昇率を高くするためにはかなり多量のワイノレス量が必要であることがわかった。 A2 型においてはワ
クチンの力価が 105 • 5 E日ID臥50/刈0.1 ml では全く抗体上昇がみられずず、， 106•8 E日ID臥50/刈O.lml でで、は一部のも
のしかみられなかつたo 108 ・ o EID50/O. 1 ml 以上で始めて多数の抗体上昇を認めた。紫外線およびプ

























多数 24 時間以内であり半数は 12 時間以内であった。
4) HI 抗体の低い者に対しては著しい HI 抗体の上昇を示したo
5) 被接種者からワイノレスの回収はできなかった。
以上本論文は新しい型のインブノレエンヂ生ワクチンの可能性を明らかにし，インフノレエンザ生ワク
チ Yの開発に貢献する有益な研究であると考えられる。
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